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本研究の特徴を⼀⾔で⾔うと、撹拌のことをよく知らない技
術者でも、様々な流体を、低コストで、スケールの⼤⼩によら
ず、簡単に、失敗なく、撹拌・混合できる技術を、研究・開発
している。

【HB翼】
野球のホームベースから着想

【AM翼】
ウルトラセブンのキングジョー
から着想 HB翼 AM翼
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①撹拌操作はあらゆる産業で使⽤されている
が動⼒と時間をかければなんとかなるといわ
れほぼ経験則で実施されており、原理・原則
に基づいている例は少ない。撹拌操作を短時
間で⾏えれば⽣産効率のアップのみならず、
炭酸ガス問題の⼀助にもなる。

②流体物性を理解し、適した撹拌槽を⽤いれ
ば製品開発段階からスケールアップを考慮し
た技術開発になり製品化・⼯業化まで短時間
で達成できる。

社会背景と技術的課題



本技術の特徴
(1)HB翼(Home Base impeller)
• ３Sの性能を持つ。
→Speedy(迅速な混合),Simple(形状が単純で洗浄が簡単),Stable(流脈が安定)

• 汎⽤性がある。
→試験管から実機まで相似スケールアップ可能
→乱流域でも邪魔板の省略が可能
→⽣産量調整による液深の変化が可能

(2)AM翼(Advanced Mixing impeller)
• 変形・合体により様々な形状に変化
→流体の粘度により最適な形状に変形可能

• 基本パーツが１つのみ
→低コストである
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従来技術との⽐較 加藤 禎⼈ 研究シーズ

HB翼D社C社B社A社

〇〇〇〇〇原理・方法

〇×△〇〇洗浄性

〇△〇△△液深対応

〇×△△×コスト

〇××〇〇グラスライニング
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試作品の状況

提供可

●加藤ら:流脈観察に基づくHB撹拌翼の開発,化学⼯学論⽂集,41,16-20(2015)
●⾼橋ら:多⽬的変形合体多段翼(AM翼)の新規開発,化学⼯学論⽂集, 49, 89-94(2023)
●加藤禎⼈, 「改訂第3版 撹拌槽の操作・設計のための計算法と実験法」情報機構(2023)
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原理検証 開発研究 技術移転可

基礎固め 実⽤性評価

※提供の際は諸⼿続が必要となるため、下記問合せ先までご連絡願います。

研究フェーズ

⽂献・特許の情報



【お問合せ】
名古屋工業大学産学官金連携機構
〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町字木市29番

TEL:052-735-5627
E-mail: nitfair@adm.nitech.ac.jp

URL: https://technofair.web.nitech.ac.jp/


	



